
各土曜日 午後２時～ ピースおおさか 1 階講堂 

参加費無料(ただし入館料が必要) 予約不要(当日先着順、定員 160 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026(令和8)年 6・7月 

ウィークエンド・シネマ 

6/6，13，20，27 

7/4，11，18，25 

(日本語字幕) 

オフィサー・アンド・スパイ(日本語字幕) 

【対 象】どなたでも(小学生以下は保護者の方と同伴) 

【入館料】大人 250 円、高校生 150 円、中学生以下は無料 

65 歳以上・障がい者の方も無料(要証明書)、20 名以上は団体割引 

【 主 催 】公益財団法人 大阪国際平和センター(ピースおおさか) 

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 2-1 TEL 06-6947-7208 

https://www.peace-osaka.or.jp     FAX 06-6943-6080 

JR環状線「森ノ宮」北出口・Osaka Metro「森ノ宮」①番出口 

ベネズエラ・カラカスのスラムで兄弟として育ったフリオとダニエルは

地元のサッカーチームで活躍していた。ある日、ふたりにプロサッカーチーム

の入団テストの話が舞い込んだが、テスト日の直前に母が路上で殺される。 

母の死により、ふたりの絆には亀裂が生じ始め…。 

過酷な現実に生きる家族、兄弟、仲間の愛と絆、犯罪と復讐、犠牲と救済を

リアルに描く。 
 

監督：マルセル・ラスキン 

出演：エリウ・アルマス、フェルナンド・モレノ、ゴンスラ・クベロほか 

97 分 2010 年 ベネズエラ カラー 

1894 年、ユダヤ系のフランス陸軍大尉ドレフュスが、ドイツに軍事機密を

漏洩したスパイ容疑で終身刑を言い渡された。その後、防諜部に異動となった

ピカール中佐はドレフュスの無実を示す証拠を発見し、上官へ対処を迫るが…。 

19 世紀フランスで実際に起きた冤罪事件“ドレフュス事件”を映画化し

た歴史サスペンス。 
 

監督：ロマン・ポランスキー 原作・脚本：ロバート・ハリス 

出演：ジャン・デュルダン、ルイ・ガレル、エマニュエル・セニエほか 

131 分 2019 年 フランス・イタリア カラー 


